
■平成 30 年度決算のポイント

純利益は 2,978 万円
平成 30 年度の純利益は、水道料金収入が減少したことや、古くなった水道管などを多く取り替えたために減価
償却費などの費用が増加したことから、前年度より 1,070 万円減少の 2,978 万円となりました。
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■水道事業は収益的収支と資本的収支の２本建ての会計になっています。

収益的収支
水道料金等の収入と水道水をつくり
送り届けるための費用など

資本的収支
建設改良のために調達した資金と建設
改良のための費用など

えっ！？　じゃあ、いつかは赤字になってしま
うの？

企業債
1億円

県からの補助金
1455 万円

不足額
3億 734 万円

建設改良費
3億 1571 万円

企業債償還金
1億 618 万円

収 入
7億 7,687 万円

（消費税込み）

支 出
7億 2,330 万円

（消費税込み）

収 入
1億 1,455 万円

（消費税込み）

支 出
4億 2,189 万円

（消費税込み）

老朽化した水
道施設を更新
するためにか
かった費用

借り入れたお
金の元金を返
済した費用

資本的収支は赤字なの？

収支は不足しているけど、収益的収支
の純利益や、内部留保資金などで補填
する仕組みになっているんだよ。

左のグラフを見ると、平成 30 年度の純利益は
前年度と比べて減っているね。

そうなんだ。人口減少などで水道料金の収入
が減ってきているんだよ。だけど古くなった
水道管などをたくさん取り替えていかなけれ
ばならないから、純利益を今までどおり確保
するのは難しくなっているんだよ。

このままだとそうなることが予想される
ね。収入を増やしたり、費用を減らすこと
を考えなくちゃなんだ。
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お客様からの
水道料金

6億 5759 万円

長期前受金戻入
8199 万円

加入金・負担金など
3729 万円

県水受水費
1億 4478 万円

委託料・修繕費
など

2億 1633 万円

人件費
6093 万円

企業債利息
1906 万円

施設の
減価償却費
2億 8220 万円

収支差額
5357 万円

（内 当年度純利益
2978 万円 )

長期利用する施
設の価値の減少
分を１年ごとに
費用化したもの
です。 埼玉県でつくら

れた水道水を購
入した代金

補助金等で取得
した償却資産の
取得価格を耐用
年数の割合で配
分する会計上の
利益であり、実
際の現金収入で
はありません。

水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ 安全で頼れる水道をめざして

問合せ　水道課業務係　ｔ 049(295)2112   内 161　

第１０回

水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ 安全で頼れる水道をめざして

平成 30 年度水道事業決算の概要をお知らせします

留保資金
資本的収支の不足額に
ついては、純利益や減
価償却費などの企業内
部に蓄えられた資金
（内部留保）などで補
填しています。
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